
女性が自分らしく「輝く」関西へ
グローバル適塾 第21期
関西の活性化グループ

1. 我々が考える 「地域活性化」と現状の課題認識

女性が自らの望むとおりに社会と繋がり、社会への貢献を通じて、
自己実現を達成できる社会、つまり、「女性が輝く社会」の実現を目指す

2. 提言の方向性

3. 女性が自分らしく「輝く」関西に向けた提言

施策Ⅱ 関西アセットを活用した地域コミュニティ参画支援

施策Ⅲ 女性特有の社会課題を解決する女性起業家支援

女性
起業家

◆社会貢献 ◆女性地位向上

◆育児・家庭との両立
◆経営ノウハウ醸成
◆教育支援制度充実

現状

女性起業家の目標実現

◆起業向け助成金等の
制度は首都圏メイン

◆女性社長の出身大学
TOP10 関西は1校のみ

女性起業家育成プログラム
女性起業部 設立

①女性起業家同士の交流・共創 ②託児所
設置 ③協力企業や女性起業支援VC紹介等

課題解決策の提言

女性専用コワーキング施設 設立

大
学

女性起業家経営適塾 開塾

関西経済同友会が社会の公器として
大義を実現する女性経営者を育成

効果等

女性の自己実現
を演出

◆事業を通した女性の
社会課題解決

◆輝く女性のロールモデル

働きたいけど
働けない女性の実態

◆生活・仕事の両立不可
◆仕事の条件が厳しい
◆スキル陳腐化

関西の現状

施策Ⅰ 40歳代以降の働いていない女性の労働参画支援

リカレント教育

育児・介護支援

後ろめたさなく
活用できるPF

無理なく自信を
育む教育プログラム

ロールモデルによる
参画勧誘

参画者コミュニティ
を通じた口コミ

カウンセリングで
成長過程を明確化

＋自信

勧誘

女性起業家の課題

内省＆教訓

輝くオカン

社会
貢献

労働
参画

自己
実現

働きたい人は職場復帰

育児が一段落した
未就業オカン

隙間時間の
充実や
社会貢献
したい

マッチング リカレント教育

課題
減少したコミュニティと
繋がりたいが、
きっかけがない

コミュニティへの
閉塞感

経済の停滞

提言

地元紹介や観光案内、
同じ趣味の人を繋げる
プラットフォームの構築

効果

★自らが思い描く自己実現をサポート★
社会参画する場を提供し、意識・無意識
に関係なく社会貢献できる場を構築

楽器演奏 神社・仏閣

輝く女性

「女性が「輝く」3ステップ」を関西の女性が踏み出すきっかけを提供し、着実に進んでいくための3点の施策
を提言。施策を通して、女性が自ら社会に参画し、社会貢献を通じた自己実現の達成に寄与

人口
減少

首都圏
集中

日本マクロに見る
地域活性化の課題

⇒ 地域から経営リソース(ヒト・モノ・カネ)が流出する「負のスパイラル」の加速

経済を動かす労働人口を増やす
仕組みや施策

人の内面的な満足・充足感が得られる
環境の構築

地域に暮らす人々が、意欲的かつ心持ち豊かな状態にあり、そのような人々によって
地域の経済や文化の動きが活発化することで、持続可能な社会を創り出すこと

希望通りに社会と繋がりにくい。女性特有の社会課題を解決し、心の豊かさを実感できていることが活性化につながる

就労
環境

地元
閉塞感就労におけるライフイベント制約

 40歳以降の無職率 等

関西＞全国 女性＞男性
地域コミュニティ等への
閉塞感

地域との関わりの薄さ 等

関西の女性における社会課題

我々が考える「地域活性化」とは

提言
要旨

4. 総括 ～関西の女性が「日本の女性」を、そして「日本全体」を輝かせる～

女性が「輝く」3ステップ

Ⅰオカン労働参画
Ⅱ地域コミュ参画
Ⅲ女性起業家支援

日本の女性の
ロールモデルへ

日本全国の
女性が輝く社会へ

ストレッチゾーン明確化

利他
他人の為に

頑張る精神

包摂
他人を受け

入れる広さ

関西の女性の強み

関西

踏み出す勇気が必要
一歩踏み出す
勇気を支える

ステップ1

利
他

包
摂


